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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
市
政
推
進
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

21
世
紀
を
間
近
に
し
た
今
日
、
少

子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
地
方
分

権
な
ど
社
会
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
か
ら
始
ま
っ
た
経
済
の
低

迷
が
長
引
き
、
景
気
の
回
復
が
政
治

の
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
政

府
も
厳
し
い
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た

め
緊
急
経
済
対
策
を
策
定
し
、
日
本

経
済
を
プ
ラ
ス
成
長
へ
転
換
す
る
と

い
う
回
復
目
標
を
定
め
、
財
政
構
造

改
革
法
の
凍
結
に
よ
る
積
極
財
政
へ

の
転
換
を
示
し
ま
し
た
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
で
す
が
、
経
費
の
徹
底

し
た
節
減
、
行
政
の
簡
素
・
合
理
化

を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
活
用
し
、
市
民
福
祉
、
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
、
各
分
野
の
事
業
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
介
護

支
援
な
ど
の
ソ
フ
ト
的
な
分
野
に
も

柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

重
点
政
策
と
し
ま
し
て
は
、
高
齢

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
在
宅
福
祉

を
基
本
に
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

導
入
と
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
、
安

定
的
な
飲
料
水
を
確
保
し
未
給
水
区

域
を
解
消
す
る
た
め
、
簡
易
水
道
の

統　
合　
や　
東　
濃　
用　
水　
の　
活　
用　
を　
は　
じ　
め　
、　

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め

の
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
環

境
の
整
備
、
公
園
線
の
改
良
な
ど
に

よ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
「
人

に
や
さ
し
い
食
器
」
づ
く
り
や
美
濃

焼
を
生
か
し
た
事
業
に
よ
る
地
場
産

業
の
育
成
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

21
世
紀
へ
向
け
た
瑞
浪
市
の
基
盤

を
整
備
し
て
い
く
た
め
、　「
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
」
を
基
本
に
、
市
民
参

加
型
の
ク
リ
ー
ン
な
市
政
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
更
な
る

ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
本
年
が
明

る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
市
政
・
議
会
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
有
り
難
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
政
治
、
経
済
、
社
会
い
ず

れ
の
分
野
に
お
い
て
も
重
大
な
出
来

事
が
起
こ
り
、
私
た
ち
の
身
近
な
生

活　
周　
辺　
ま　
で　
影　
響　
を　
及　
ぼ　
し　
て　
き　
た　
、　

そ
ん
な
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
国
で
は
21
世
紀
に
向
け
た

最
重
要
課
題
で
あ
る
行
政
改
革
が
一

段
と
進
め
ら
れ
、
当
市
に
お
い
て
も

平
成
７
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
行
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
鋭
意
改
革
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
議
会
改

革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
昨
年
の
３
月
議
会
に
お

い
て
定
数
２
名
を
削
減
し
22
名
と
す

る
こ
と
を
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
簡
素
で
効
率
的
な
議
会

運
営
に
取
り
組
み
、
議
会
が
よ
り
一

層
民
意
を
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
を

し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

長
び
く
未
曾
有
の
経
済
不
況
の

中
、
国
お
よ
び
地
方
財
政
に
お
い
て

も
、
税
収
の
落
ち
込
み
等
財
政
運
営

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
21
世
紀
に
向
け
た
社
会
基
盤

の
整
備
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
な
ど
幅
広
い
分
野
の
施
策
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
首
都
機

能
移
転
問
題
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
早
期
建
設
、
東
濃
研
究
学
園
都
市

構
想
の
推
進
、
国
道
19
号
瑞
恵
バ
イ

パ
ス
の
建
設
促
進
等
克
服
す
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

瑞
浪
市
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

中
山
道
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
文
化

遺
産
、
ま
た
伝
統
的
文
化
が
豊
富
で

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
唯
一
ど
こ
に
も

な
い
宝
物
・
財
産
を
活
力
に
、
『
自

然
、
文
化
、
交
流
を
育
む
文
化
都
市
』

を
目
指
し
、
快
適
で
心
豊
か
な
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
を
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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「
日
本
の
ま
ん
真
ん
中
か
ら
新
世
紀

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
お
よ
び
全

国
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
年
の
秋
、
岐
阜
県
に
お
い
て

『
第
14
回
国
民
文
化
祭
・
ぎ
ふ
'99 
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
は
、
平
成
11
年
10
月
23
日
か

ら
11
月
３
日
ま
で
の
12
日
間
で
、
県

内
の
34
市
町
村
79
会
場
で
、
音
楽
・

演
劇
・
伝
統
芸
能
な
ど
45
事
業
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

瑞
浪
市
で
は
、
全
国
各
地
の
地
域

劇
団
に
よ
る
現
代
演
劇
の
競
演
と
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
に
よ
る
県
内
劇
団

の
合
同
公
演
を
内
容
と
し
た
「
演
劇

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
秋
の

中
山
道
を
舞
台
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
「
中
山
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、
こ
の
夏
オ
ー
プ
ン
す
る
岐
阜

県
先
端
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
実

験
な
ど
が
体
験
で
き
る
「
サ
イ
エ
ン

ス
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
各
会
場
を
訪

れ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
岐
阜
県

に
お
け
る
国
民
文
化
祭
の
成
功
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
＝
平
成
11
年
10
月
30
日

・
31
日

◆
会
場
＝
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
＝
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
に
よ

る
現
代
演
劇
の
競
演
と
、
国
民
文
化
祭
の
開
催
記
念

に
一
般
公
募
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
「
明
治
の
光
・

森も
り

巻け
ん

耳じ

伝
」
を
県
内
３
劇
団
が
合
同
公
演
。

◆
期
日
＝
平
成
11
年
10
月
31
日

◆
会
場
＝
中
山
道
大
湫
宿
、
細
久
手
宿
、
そ
の
他

◆
内
容
＝
太
鼓
・
民
謡
・
民
舞
の
披
露
、
仮
装
大
会
、
バ
ザ
ー
、

宿
資
料
の
展
示
な
ど
。

◆
期
日
＝
平
成
11
年
11
月
３
日

◆
会
場
＝
岐
阜
県
先
端
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
（
明
世
町
）

◆
内
容
＝
科
学
技
術
に
関
す
る
実
験
や
、
子
ど
も
体
験
教
室
の

開
催
な
ど
。

●
全
県
ま
る
ご
と
新
産
業
文
化

フ　
ェ　
ス
テ　
ィ
バ
ル　
・　
サ　
イ
エ
ン
ス
フ　
ェ　
ア

●
歴
史
街
道

美
濃
中
山
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

秋
の
東
濃
路
を
歩
こ
う
〜

中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
演
劇
祭
（
現
代
演
劇
・
一
般
演
劇
）

瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

★
連
座
制

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と
一
定
の
関

係
に
あ
る
者
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯

し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
た
と
え

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
が
買
収
な
ど
の

行　
為　
に　
か　
か　
わ　
っ　
て　
い　
な　
く　
て　
も　
、　候　
補　
者　

や
立
候
補
予
定
者
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の

選
挙
の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
と
も
に
立

候　
補　
制　
限　
と　
い　
う　
制　
裁　
を　
科　
す　
制　
度　
で　
す　
。　

★
連
座
制
の
対
象
者

総
括
主
催
者
、
出
納
責
任
者
、
地
域
主

催
者
、
候
補
者
ま
た
は
立
候
補
予
定
者
の

親
族
、
候
補
者
ま
た
は
立
候
補
予
定
者
の

秘
書
、
組
織
的
選
挙
運
動
管
理
者
な
ど
を

い
い
ま
す
。

★
連
座
制
の
効
果

候
補
者
（
当
選
人
）
の
当
選
無
効
に
加

え
、
５
年
間
、
同
じ
選
挙
で
同
じ
選
挙
区

か
ら
は
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

★
連
座
制
が
適
用
さ
れ
る
選
挙
犯
罪

連
座
対
象
者
が
、　「
買
収
お
よ
び
利
害
誘

導
罪
」　「
多
数
人
買
収
お
よ
び
多
数
人
利
害

誘
導
罪
」　「
公
職
の
候
補
者
お
よ
び
当
選
人

に
対
す
る
買
収
お
よ
び
利
害
誘
導
罪
」　「
新

聞
紙
・
雑
誌
の
不
法
利
用
罪
」
を
犯
し
た

場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
出
納
責

任
者
が
選
挙
費
用
の
法
定
額
違
反
を
犯
し

た
場
合
に
も
、
連
座
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

★
買
収
罪

特
定
の
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
の
当

選
を
目
的
と
し
、
次
の
よ
う
な
行
為
な
ど

を
行
う
と
買
収
罪
に
な
り
ま
す
。

●
有
権
者
に
酒
や
食
事
を
提
供
す
る
。

●
有
権
者
を
温
泉
旅
行
や
観
劇
に
招
待
す

る
。

●
投
票
日
当
日
、
候
補
者
の
陣
営
が
有
権

者
を
バ
ス
で
投
票
所
へ
送
迎
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
（

内
線
２
７
１
）

平
成
11
年
２
月
14
日
執
行
予
定

の
瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

と
も
な
う
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日
　
時

１
月
19
日

13
時
30
分
〜

◆
場
　
所

市
役
所
２
階
大
会
議
室

白
バ
ラ
コ
ー
ナ
ー　
《《
連連
座座
制制
のの
概概
要要
》》
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こ
の
公
表
は
、「
市
の
家
計
簿
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
納
め
た
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
。」
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る
一
層
の

ご
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
９
年
度
の
決
算
と
平
成
10
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の
予
算
の
執
行
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
９
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
定
例
市

議
会
に
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
９
年
度
決
算
状
況
の
公
表

●
平
成
10
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
財
政
事
情
の
公
表

会　　　計　　　名

一　般　会　計

特別会計合計

財産区会計合計

あ け よ 温 泉 白 寿 荘 特 別 会 計

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

瑞浪中央土地区画整理事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

釜 戸 財 産 区 会 計

日 吉 財 産 区 会 計

大 湫 財 産 区 会 計

歳 入 決 算 額

135億1,896万円

92億1,106万円

1億1,571万円

29億6,520万円　　

22億6,778万円

5億7,785万円

17億3,165万円　　

13億3,022万円

2億2,265万円

5,822万円

3,435万円

979万円

1,408万円

歳 出 決 算 額

128億4,153万円

89億8,388万円

1億1,418万円

29億5,291万円

21億6,254万円

5億7,783万円

17億 636万円　

12億4,866万円

2億2,140万円

3,814万円

1,761万円　　

861万円　　

1,192万円

歳入歳出差引額

6億7,743万円

2億2,718万円

153万円

1,229万円

1億 524万円

2万円

2,529万円

8,156万円

125万円

2,008万円

1,674万円

118万円

216万円

平成９年度　会計別の決算状況

●
市
債
現
在
高
の

推
移　
（
一
般
会
計
）

その他の内訳
議　会　費 2億1,342万円

労　働　費 1億3,451万円

災害復旧費 9,836万円

合　　　計 4億4,629万円

歳出
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歳入

その他の内訳
地 方 譲 与 税 2億5,681万円

自動車取得税交付金 1億6,315万円

地方消費税交付金 9,214万円

利子割交付金 6,914万円

寄 附 金 5,968万円

交通安全対策交付金 737万円

特別地方消費税交付金 195万円

合　　　　計 6億5,024万円

●平成９年度水道事業
会計決算額（H9.4.1～H10.3.31）

収益的収支

収　入

支　出

7億6,332万円

7億7,426万円

1億9,591万円

3億4,426万円

収　入

支　出

資本的収支

一般会計支出額

３１２，３７０円

市　　　　　税

１２８，３７７円

平成10年度の予算執行状況（４月～９月）

会　　　計　　　名

一　般　会　計

特別会計合計

財産区会計合計

水道事業会計

あ け よ 温 泉 白 寿 荘 特 別 会 計

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

瑞浪中央土地区画整理事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

釜 戸 財 産 区 会 計

日 吉 財 産 区 会 計

大 湫 財 産 区 会 計

予　　算　　額

128億2,320万円

97億2,750万円

1億1,490万円

33億9,100万円

23億5,800万円

5億7,020万円

14億6,100万円

16億 570万円

2億2,670万円

9,000万円

歳入11億 141万円

歳出11億8,946万円

6,300万円

1,150万円

1,550万円

収　入　済　額

63億7,562万円

25億7,542万円

1,352万円

12億9,460万円

8億6,755万円

162万円

1億5,255万円

1億9,862万円

4,696万円

2,113万円

4億1,933万円

1,711万円

167万円

235万円

支　出　済　額

48億5,684万円

29億 865万円

4,377万円

13億2,732万円

8億1,378万円

3,663万円

3億2,561万円

3億 449万円

5,705万円

952万円

4億4,301万円

219万円

222万円

511万円

釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業釜戸中学校建設事業

歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）歴史の道整備事業（琵琶峠）
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伊藤　慎之介
しんのすけ

くん（３歳）

加藤　央菜
ひ ろ な

さん（３歳）

散歩が大好きな慎之介くんは、ひとり

で着替えができるようになりました。

アンパンマンがお気に入りの央菜さん

は、しっかり者の優しいお姉さんです。

お母さんたちは、健康で素直な子に育

ってほしいと話していました。

－土岐児童センター－

12
月
13
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
『
土
岐
地
区
子
ど
も
会
連
合
会
カ

ル
タ
大
会
』
が
行
わ
れ
、
12
チ
ー
ム

約
80
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
土
岐
子
連
が
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回

目
に
な
り
ま
す
。
各
地
区
子
ど
も
会

の
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
１
チ
ー
ム
５
人
が
カ
ル
タ
を
挟
ん

で
相
手
チ
ー
ム
と
向
か
い
合
い
、
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

父
兄
の
み
な
さ
ん
が
審
判
を
務
め

る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は
詠
み
手
の

声
に
集
中
し
、
次
々
と
カ
ル
タ
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。

真
剣
勝
負
の
カ
ル
タ
大
会

12
月
６
日
、
釜
戸
町
中
大
島
の
青

空
子
ど
も
会
の
メ
ン
バ
ー
27
人
が
、

み
ず
な
み
陶
生
苑
を
慰
問
に
訪
れ
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
』
を
上
演
し
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
11
月
の

釜
戸
町
文
化
祭
で
披
露
さ
れ
た
も
の

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
は
じ
め
、
大
道

具
、
小
道
具
、
曲
や
歌
詞
も
子
ど
も

た
ち
自
身
が
作
っ
た
も
の
で
す
。

陶
生
苑
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
た
ち
は
、
精
一
杯
演
じ
る
子
ど

も
た
ち
の
舞
台
を
、
手
や
体
を
使
っ

て
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露
す
る
子
ど
も
た
ち

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
高
田
夏
子
様
＝
六
千
六
百
円
、
社

会
福
祉
事
業
へ

▼
西
小
田
町
十
五
日
会
婦
人
部
（
代

表
林
邦
子
）
様
＝
三
万
二
千
二
十

二
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
瑞
浪
教

会
・
牧
師
杉
山
明
様
＝
六
千
円
、

社
会
福
祉
事
業
へ

12
月
12
日
、
寺
河
戸
町
の
心
身
障

害
者
小
規
模
授
産
所
で
『
ふ
れ
あ
い

も
ち
つ
き
大
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
瑞
浪
青
年
モ
ラ
ロ

ジ
ー
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、
授
産

所
に
通
う
み
な
さ
ん
が
田
植
え
や
稲

刈
り
の
体
験
を
し
て
育
て
て
き
た
も

ち
米
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
「
よ
い
し
ょ
」

「
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に

き
ね
を
振
り
下
ろ
し
、
美
味
し
そ
う

な
も
ち
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
あ
ん
や

き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 ▲もちつきを楽しむみなさん

ふ
れ
あ
い

も
ち
つ
き
大
会
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こちらは広報みずなみです。

１月の夕方６時の音楽は
「瑞浪市民の歌」です。

「だれもが　こころに火をともす

「 小さい火だけれど　暖かい火なんだ

見てごらん　陶焼く　あの赤い炎を」

「 この火は　私たちの　くらしの火

こころの火よ　瑞浪の火よ」

市
長
に
募
金
を
手
渡
す
園
児
た
ち

12
月
７
日
、
瑞
浪
・
稲
津
・
陶
幼

稚
園
か
ら
代
表
の
園
児
20
人
が
市
役

所
を
訪
れ
、
愛
の
一
円
募
金
を
高
嶋

市
長
に
届
け
ま
し
た
。

三
園
で
は
毎
年
、
園
児
の
思
い
や

り
の
心
や
協
調
性
を
育
て
よ
う
と
、

園
児
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
職
員
が
協
力
し
て

こ
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
五
万
九
千
六
百
八
十
四
枚

の
一
円
玉
が
集
ま
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
「
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
な

ど
と
自
分
で
考
え
た
言
葉
を
添
え
、

一
円
玉
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
袋
を

市
長
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

美濃のやきもの○19

瑞浪陶磁資料館

明治1 6年頃に普及した摺絵染付に、赤絵

を併用した磁器が現れます。

呉須（青）絵と赤絵の併用は、古伊万里

などに見られますが、摺絵に赤絵の組み合

わせは、美濃焼に携わった人たちの知恵で

しょうか。中心の円の中に酒を酌み交わす

祖婆、背景には松と鶴の摺絵、円の周囲は

青と金で窓抜きにした中に、金と赤と緑で

松と蘭、椿と竹が描かれています。

摺絵の青い呉須の下絵と、赤、金、緑の

上絵の色彩が華やかな器に仕上げています。

◎防災行政無線（屋外放送）は、窓を開けるか、外へ出て聴いてください。

12
月
13
日
、
陶
幼
稚
園
で
『
竹
馬

の
集
い
』
が
開
か
れ
、
園
児
44
人
と

そ
の
父
母
ら
が
竹
馬
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
昔
な
が
ら
の
遊
び

を
伝
え
よ
う
と
毎
年
行
な
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
参
加
者
た
ち
は
、
講

師　
の　
緑　
川　
一　
三　
さ　
ん　
の　
指　
導　
に　
よ　
り　
、　

親
子
で
力
を
あ
わ
せ
て
竹
を
切
り
、

針　
金　
を　
使　
っ　
て　
ス　
テ　
ッ　
プ　
を　
巻　
き　
つ　

け　
、　
竹
馬
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

竹
馬
の
り
で
は
、
初
め
て
と
い
う

園
児
が
ほ
と
ん
ど
で
、
父
母
ら
に
支

え
て
も
ら
い
、
何
度
も
何
度
も
楽
し

そ
う
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

竹
馬
に
挑
戦
す
る
み
な
さ
ん

◆日　時 １月27日 13時～16時

◆会　場 総合文化センター

◆テーマ 『創、発見』

●ファッションショー ●家庭看護研究発表

●手作りお菓子の販売　●体験コーナー

卒業制作発表会のお知らせ
（瑞浪高等学校家政科）

卒業制作発表会のお知らせ
（瑞浪高等学校家政科）
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豊
か
な
環
境〈
先
生
や
友
だ
ち
、さ

ま
ざ
ま
な
物
、
自
然
、
出
来
事
〉
と

の
出
会
い
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
興

味
や
関
心
を
大
切
に
し
、
や
る
気
や

思
い
や
り
の
あ
る
子
を
育
て
ま
す
。

●
心
身
の
健
康
を
培
う
活
動
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
幼
児
期
に
ふ
さ

わ
し
い
道
徳
性
を
生
活
の
中
で
身

に
つ
け
る
指
導
の
充
実

●
自
我
が
芽
生
え
る
時
期
に
、
幼
児

が
自
分
の
気
持
ち
を
集
団
生
活
の

中
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
力
を

育
て
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

個
々
へ
の
対
応

●
体
験
的
な
学
び
を
豊
か
に
し
、
幼

児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
、
知
的
発
達

を
促
す
教
育
の
推
進

◆
入
園
で
き
る
幼
稚
園

●
瑞
浪
幼
稚
園
…
市
内
ど
の
地
域

か
ら
も
入
園
可

●
稲
津
小
学
校
附
属
幼
稚
園

…
稲
津
町
在
住
の
幼
児

●
陶
小
学
校
附
属
幼
稚
園

…
陶
町
在
住
の
幼
児

◆
入
園
で
き
る
幼
児

満
５
歳
〜
小
学
校
就
学
に
達
す

る
ま
で
の
幼
児
（
平
成
５
年
４
月

２
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
）

◆
授
業
料
＝
月
額
７，

０
０
０
円

（
た
だ
し
、
給
食
費
・
諸
費
が
月

額
５，

２
０
０
円
程
度
必
要
）

◆
申
し
込
み
＝
申
込
書
（
各
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
、
陶
・
稲
津
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１
月

18
日
b
〜
22
日
f
（
８
時
30
分
〜

17
時
）
ま
で
に
入
園
を
希
望
す
る

幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

1
内
線
４
８
７

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
豊

か
な
人
間
性
を
培
う
乳
幼
児
保
育
を

行
い
ま
す
。

●
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
を
密
に

し
て
、
家
庭
の
子
育
て
お
よ
び
就

労
（
未
満
児
保
育
、
長
時
間
保
育

な
ど
を
含
む
）
の
支
援

●
心
身
と
も
に
健
康
か
つ
安
全
な
発

達
を
促
す

●
集
団
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
十

分
に
自
己
発
揮
で
き
る
よ
う
な
援

助
活
動

平
成
11
年
度
に
入
園
す
る
乳
幼
児

の
入
園
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
（
現
在
、
通
園
中
の
園
児
を
除

く
）
は
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
園
で
き
る
保
育
園

市
内
８
園
か
ら
選
べ
ま
す
。

◆
入
園
で
き
る
乳
幼
児

８
カ
月
〜
５
歳
児
（
日
吉
保
育

園
は
３
歳
〜
５
歳
児
）
で
、
両
親

を
は
じ
め
、
同
居
の
親
族
が
仕
事

を
し
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
に
よ

り
乳
幼
児
を
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

◆
保
育
料

所
得
税
額
な
ど
に
よ
り
決
定

◆
通
常
保
育
時
間

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
早
朝
・
延
長
保
育
時
間

７
時
30
分
〜
18
時

（
日
吉
保
育
園
は
16
時
30
分
ま
で
）

※
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

1
内
線
１
０
３

〜
豊
か
な
体
験
、

生
き
る
喜
び
を
〜

瑞
浪
市
で
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り
が
、
主
体
的
・
創
造
的
に
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
、
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

●
入
園
説
明
会

●
幼
稚
園
児
の
募
集

保保

育育

園園

幼幼

稚稚

園園

保 育 園 入 園 説 明 会 日 程

保 育 園 名

陶 保 育 園

稲津保育園

一色保育園

みどり保育園

桔梗保育園

竜吟保育園

日吉保育園

啓明保育園

１月１８日（月）

10時00分～11時00分

１月１８日（月）

13時30分～14時30分

１月１９日（火）

10時00分～11時00分

１月１９日（火）

13時30分～14時30分

１月２１日（木）

10時00分～11時00分

１月２１日（木）

13時30分～14時30分

１月２２日（金）

10時00分～11時00分

１月２２日（金）

13時30分～14時30分

８０人

（内３歳未満児８人）

１００人

（内３歳未満児10人）

１７０人

（内３歳未満児17人）

１７０人

（内３歳未満児17人）

９０人

（内３歳未満児９人）

９０人

（内３歳未満児９人）

６０人

１５０人

（内３歳未満児20人）

日　　　　時 募 集 定 員
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平
成
11
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で　
新　
年　
の　
お　
慶　
び　
を　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　
。　

日
頃
、
私
た
ち
消
防
団
の
活
動
に

は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
有
り
難
く
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
消
防
団
は
自

ら
の
手
で
災
害
か
ら
郷
土
を
守
ろ
う

と
す
る
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
住

民
有
志
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
お
り
、

団
員
は
各
自
の
職
業
・
職
務
に
従
事

す
る
か
た
わ
ら
、
火
災
・
風
水
害
な

ど
の
災
害
に
対
し
防
災
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
は
、
よ
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
の
精
神
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、

多
い
時
に
は
年
間
百
日
を
超
え
る
朝

夕
の
訓
練
を
経
て
は
じ
め
て
培
わ
れ

る
一
致
団
結
し
た
集
団
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
で
す
。
瑞
浪
市
消
防
団
は
、

昨
年
８
月
第
47
回
岐
阜
県
消
防
操
法

大
会
に
お
い
て
入
賞
を
果
た
し
た
の

を
は
じ
め
、
過
去
よ
り
数
多
く
の
栄

誉
に
輝
い
て
い
る
の
も
、
先
輩
各
位

よ
り
受
け
継
が
れ
た
消
防
団
魂
、
す

な
わ
ち
規
律
訓
練
と
消
防
操
法
な
ど

に
よ
っ
て
か
も
し
出
さ
れ
た
団
結

力
・
行
動
力
の
現
れ
か
と
密
か
に
自

負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
社
会
情

勢
の
急
激
な
変
化
は
、
私
た
ち
消
防

団
の
運
営
・
活
動
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
代
に
五
百
四
十
名
で
あ

っ
た
定
員
は
、
組
織
の
改
変
な
ど
に

よ
り
現
在
四
百
六
十
名
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
団
員
の
確
保
は
年
々
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
全
国
的
に
も

見
ら
れ
、
団
員
の
高
齢
化
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

幸
い
、
わ
が
瑞
浪
市
に
お
い
て
は
、

常
設
の
消
防
本
部
と
の
連
携
も
極
め

て
円
滑
に
機
能
し
て
お
り
、
機
械
器

具
な
ど
に
お
い
て
も
逐
次
更
新
・
拡

充
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
さ
ら
に
団
の
活
性
化
を
促
す
も

の
と
し
て
、
消
防
音
楽
隊
の
充
実
・

女
性
消
防
団
員
の
必
要
性
な
ど
を
検

討
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
和
で
安
全

な
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

瑞
浪
市
消
防
団
長
　

工

藤

和

也

第
五
分
団
「
陶
分
団
」
は
、
過
去

に
は
、
百
余
名
の
消
防
団
員
が
入
団

し
て
い
ま
し
た
。
火
気
を
使
用
す
る

陶
磁
器
関
連
の
工
場
が
多
く
、
現
在

に
比
べ
火
災
が
多
く
発
生
し
、
先
輩

方
は
大
変
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
か
ら
生
ま
れ
た

郷
土
愛
の
素
晴
ら
し
い
消
防
精
神
に

培
わ
れ
た
伝
統
が
、
町
の
多
く
の
み

な
さ
ん
の
協
力
で
今
日
に
引
き
継
が

れ
、
現
在
の
消
防
団
活
動
に
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
５
年
か
ら
４
年
連
続

し
て
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
に
市
の

代
表
と
し
て
出
場
、
３
年
連
続
入
賞

と
い
う
輝
か
し
い
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
第
五
分
団
全
団
員
が
努

力　
の　
後　
の　
充　
実　
感　
を　
味　
わ　
い　
ま　
し　
た　
。　

し
か
し
、
そ
う
し
た
喜
ば
し
い
事

と
は
別
に
、
全
国
的
な
消
防
団
離
れ

の
傾
向
に
第
五
分
団
も
直
面
し
て
い

ま
す
。
バ
ト
ン
を
渡
す
次
の
世
代
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
の
中
、
少
し
で
も
時
代

に　
合　
っ　
た　
新　
し　
い　
消　
防　
団　
を　
目　
指　
し　
、　

若
い
団
員
の
み
な
さ
ん
に
連
帯
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
常
に

試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
生
ま
れ
た
素
晴
ら
し

い
故
郷
を
愛
し
、
み
ん
な
の
力
で
守

り　
抜　
く　
新　
し　
い　
消　
防　
団　
を　
作　
る　
べ　
く　
、　

来
れ
若
人
、
消
防
団
へ
。

第
五
分
団
長
　

小
木

曽

斎

生　
ま　
れ　
育　
っ　
た　
　　
ま　
ち　
が　
好　
き　

わ　
が　
ま　
ち　
の　
防　
火　

防　
災　
活　
動　
は　

ひ　
と　
り　
、　
ひ　
と　
り　
が　

主　
役　
で　
す　

生　
ま　
れ　
育　
っ　
た　
　　
ま　
ち　
が　
好　
き　

わ　
が　
ま　
ち　
の　
防　
火　

防　
災　
活　
動　
は　

ひ　
と　
り　
、　
ひ　
と　
り　
が　

主　
役　
で　
す　

消防団員数 （平成10年12月１日現在）

平成1 1年瑞浪市消防出初式を、次
のとおり行います。

式典終了後J R瑞浪駅前を中心にパ
レードし、続いて総合文化センター
前の土岐川で一斉放水を実施します。

みなさま方のご声援、ご協力をお
願いいたします。
●期日＝１月10日

式典　　　　　９時00分～

市中パレ－ド　11時00分～

一斉放水　　　11時45分～

団 本 部 市　　内　　全　　域 ９

第１分団 瑞浪・土岐・明世地区 １２３

第２分団 日 吉 町 ６８

第３分団 釜 戸 ・ 大 湫 町 ８５

第４分団 稲 津 町 ５１

第５分団 陶　　　　　　　　町 ６７

音 楽 隊 市　　内　　全　　域 ２８

計 （定員460） ４３１

名　称 区　　　　域 団員数
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●利用できる方＝母子家庭、寡婦家

庭および父母のいない家庭で、児

童が修学するために経済的に困っ

てみえる方。ただし、日本育英会、

これに類する県市町村育英資金を

受けている方（受ける予定の方）

には貸し付けできません。

●貸付額＝次表のとおり〈無利子〉

●受付期間＝１月25日 から

３月25日 まで

●問い合わせ・申込先＝福祉課

内線1 0 4

※上記は、自宅通学で新入学の場合

の金額です。母子・寡婦家庭の方

には、他にも貸付制度があります

ので、ご相談ください。

1 1 0番は、昭和2 3年に警察通報用

電話として定められて以来、住民の

みなさんと警察を結ぶホットライン

として広く定着しており、事件・事

故など各種事案の早期解決に大きく

貢献しています。

ちなみに多治見警察署管内では、

年間約6 , 3 0 0件の通報があり、年々

増加傾向にあります。

また、最近では、携帯電話やＰＨ

Ｓなどの移動電話の急激な普及に伴

ってトラブルも発生しています。

◎交通事故防止のため車を止めてか

ら電話をしてください。

◎目標となる目印（場所の特定）を

特定してから電話をしてくださ

い。

◎県境付近からの通報の場合、他県

の通信指令室にかかることがあり

ます。

警察に対するより一層のご理解と

ご協力をお願いいたします。

※問い合わせ＝多治見警察署

２２－０１１０

●修学資金
貸し付けのお知らせ

～母子・寡婦家庭の方へ～

●１月10日は
「１１０番の日」

～事件事故
強い味方の １１０番～

団地名

浄　　円

下 山 田

名　　滝

鶴　　城

竜　　吟

公文垣内

日　　吉

所在地

陶　町

山田町

土岐町

土岐町

釜戸町

釜戸町

日吉町

形　式

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

構　造

簡 平 Ｂ 造

簡２ＰＣ造

簡２ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡平ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡２ＰＣ造

簡 平 Ｂ 造

簡平ＰＣ造

簡２ＰＣ造

募集数

２

16

２

２

４

５

１

２

８

９

１

家　賃

入
居
者
の
方
す
べ
て
の
収
入
、　
住
宅
の
規

模
、
構
造
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

応募資格 ◆市内に３カ月以上住所または勤務地があり、

かつ、市税を滞納していない方

◆現に同居または同居しようとする親族があ

り、世帯を構成する方

◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方

応募期間 １月４日 から１月18日 まで

市営住宅入居者募集 管財課　 内線324

◎瑞浪市消防出初式

◆期日＝１月10日 ９時～

◆場所＝総合文化センターほか

◆照会先＝消防本部

68－2001

◎平成11年成人式

◆期日＝１月15日 10時～

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝生涯学習課

68－5281

◎バドミントン交流会

◆期日＝１月24日 ９時受付

◆場所＝市民体育館

◆照会先＝スポーツ振興課

68－0747

◎新春こども広場

◆期日＝１月17日 13時～

◆場所＝総合文化センター

◆照会先＝市民図書館

68－5529

学 校 種 別

高　　　校

高　　　専

短　　　大

大　　　学

高等課程

専門課程

一般課程

16,000

19,000

40,000

40,000

16,000

40,000

27,000

28,000

30,000

48,000

49,000

28,000

48,000

27,000

貸付額（円／月額）

国公立 私　立

専
修
学
校

移動電話からの110番通報

１月１日～２月28日

あなたの

善意の献血が

医療に必要と

されています。

中中小小企企業業小小口口融融資資のの
限限度度額額がが変変わわりりままししたた
この制度は、市内における中小企業の経営安

定化を図るために設けられた制度です。

長引く不況の中、金融環境の変化により事業

資金の円滑な調達に支障を来してみえる経営者

の皆様の一助になればと、この度、資金融資限

度額を変更いたしました。ご活用ください。

●融資限度額＝１,０００万円（従前は750万円）

●資金使途＝運転資金または軽易な設備資金

●取扱金融機関＝十六銀行・大垣共立銀行・

東濃信用金庫・岐阜銀行・

瑞浪商工信用組合

※問い合わせ＝取扱金融機関

瑞浪商工会議所（ 67－2222）

市役所商工課（ 内線481）



●日時…１月11日 10時～15時

●場所…ハートピア　相談室

●日時…１月21日 10時～15時

●場所…ハートピア　相談室

●日時…１月６日 ・13日 ・

20日 ・24日 ・

２月３日 10時～16時

●場所…ハートピア　相談室

●日時…１月８日 ・18日 ・

29日 ９時～12時

●場所…市役所　市民相談室

●日時…１月５日 ９時～12時

●場所…市役所　市民相談室

●陶児童館

…１月６日 1 0時～1 2時

●稲津コミュニティーセンター

…１月６日 1 3時3 0分～1 5時3 0分

●釜戸コミュニティーセンター

…１月1 3日 1 0時～1 2時

●日吉コミュニティーセンター

…１月1 3日 1 3時3 0分～1 5時3 0分

●日時…１月21日 10時～15時

●場所…市役所　市民相談室

●日時…１月６日 ・13日 ・

20日 ・27日 ・

２月３日 13時～17時

●場所…市役所　市民相談室

●日時…毎週火・水・金曜日

（祝日を除く）

９時～16時

●場所…ハートピア　相談室

●日時…１月19日 10時～15時

●場所…市役所　市民相談室

●日時…１月４日 ・11日 ・

18日 ・25日 ・

２月１日 10時～15時

●場所…ハートピア　相談室

市民の夢をまちづくりに生かす瑞

浪夢会議は、今年も「新春初夢ＦＡ

Ｘ」を募集します。

昨年の「七夕まつりと産業フェス

ティバル同時開催の夢」は、陶土フ

ェスタ' 9 8の同時開催に実を結び、

「化石の街姉妹提携の夢」には、カ

ナダ・ドラムヘラー市の市長から歓

迎の手紙が届きました。

「化石を生かしたまちづくりの

夢」、「駅前商店街活性化の夢」など、

「こんなことが実現したら」、「こん

なまちになったら」というあなたの

夢をお寄せください。

※応募方法＝ＦＡＸの方は夢ＦＡＸ

（６８－０００７）へ、郵送の方は

事務局 5 0 9 - 6 1 1 4 瑞浪市西小

田町3-189Ａ１０４有賀和秋へ。

新年を迎え、瑞浪陶磁器工業協同

組合、恵那陶磁器工業協同組合では、

陶磁器製品の新作発表会を次のとお

り開催します。

◆期日＝１月８日 ・９日

◆会場および照会先

●総合文化センター

《瑞浪陶磁器工業協同組合》

６７－２１５４

●産業振興センター

《恵那陶磁器工業協同組合》

６５－２９１１

◆一般対象〈高校生～59歳〉

２月 ６日 13時30分～

２月21日 13時30分～

２月26日 18時～

◆60歳以上対象

２月21日 10時30分～

◆問い合わせ・申込先

市民体育館　 ６８－０７４７

６８－２１１１
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相 談 コ ー ナ ー

● 斎場のお休み ●

●休場日

１月１日 ・３日 ・９日 ・

15日 ・20日 ・26日 ・

２月１日

●問い合わせ

市民課　 内線１０５

今 月 の 納 期
○市県民税（特別徴収）

12月分 １月11日

○市県民税（普通徴収）
４期分　２月１日

○国民健康保険料

１月分　２月１日

○国民年金保険料

１月分　２月１日

○水道料金・下水道料金

12月分　２月１日

人権・法律相談
市民課　 内線１０５

結婚相談
市民課　 内線１０５

身体障害者相談
福祉課　 内線１０３

行政相談
市民課　 内線１０５

高年齢者職業相談室
商工課　 内線４８１

●'99みずなみ
セラミックフェア・
新春展示会のご案内

●新春
初夢ＦＡＸ募集！

●トレーニング講習会

母子相談
福祉課　 内線１０４

移動家庭児童相談
福祉課　 内線１０４

心配ごと相談
社会福祉協議会　 68－4148

住宅修繕相談
都市計画課　 内線２４７

無料税務相談
税務課　 内線１２０

教育相談
学校教育課　 内線４８８
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乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

健診・相談名 実施日 受付時間

９時～11時

対　象　者

平成８年７月生まれの子

平成７年11月生まれの子

平成７年７月生まれの子

そ　　の　　他

12カ月児健康相談 １月19日 ９時30分～11時 平成10年１月生まれの子 母子健康手帳をご持参ください。

中期・後期離乳食相談 １月13日 13時30分～15時 生後７カ月以降の乳児

４歳児・４歳６カ月児

歯 み が き 教 室
１月20日

平成７年１月生まれの子

平成６年７月生まれの子

電話などでの予約が必要です。

母子健康手帳をご持参ください。

２歳６カ月児歯みがき教室

３歳児歯みがき教室

３歳６カ月児歯みがき教室

１月14日

１月18日

１月19日

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳、使用中の歯ブラシと

コップをご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

●対 象 者…40歳以上の希望者（定員50人）

●内　　容…胃 が ん 検 診：バリウム検査

大腸がん検診：便潜血反応検査

肺 が ん 検 診：胸部Ｘ線検査

咯たん検査（必要な方のみ）

●申し込み…１月1 8日 までに電話などで保健センターへ

※20日 の20時以降は、飲食しないでください。

詳細については、申し込みの時にお知らせします。

●対 象 者…30歳以上の女性（定員60人）

●申し込み…電話などで保健センターへ

●対 象 者…40歳以上で、脳卒中などの病気で身体に

障害のある方。

●申し込み…電話などで保健センターへ

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん）

子宮（頚）がん集団バス検診

リハビリ教室のご案内

期　日

１月21日

時　間

8時30分～11時

場　所

保健センター

料　金

各500円

期　日

１月18日

時　間

13時～14時

場　所

保健センター

料　金

500円

月曜友の会

まつの木会

時　間

９時30分～

11時30分

９時30分～

11時30分

場　所

市民福祉

センター・

ハートピア

サニーヒルズ

みずなみ

期　日

１月11日

１月18日

１月25日

１月８日

１月22日

－適正飲酒のすすめ－
酒は上手に飲めば「百薬の長」、しかし、飲み方を

誤ると身も心も破滅する「悪魔の水」になってしまい

ます。

１月は、新年会などでお酒を飲む機会が多くなりま

す。『飲んでも飲まれない』上手な酒の飲み方を身に

つけましょう。

①自分の適量を知り、度を越さない

日本酒なら１～２合、ビー

ル大びん１本、ウイスキー

ダブル１杯を目安に！

②マイペースで飲む

急ピッチで飲まず、なる

べく時間をかけてゆっくり飲む。

③毎日続けてのまない

週１日の休肝日、年１～２

回の休肝週間を。

④濃い酒は薄めて飲む

⑤食べながら飲んでアルコール

の吸収を遅くする

酒の肴は魚、肉、野菜をバラ

ンス良く食べる。

⑥薬と一緒に飲まない

⑦お酒を飲みながらのタバコは

禁物

⑧宴会だからといって飲みすぎ

ない

⑨夜1 2時を過ぎてから飲まない

★上手に酒とつきあう９カ条★


